
 

令和５年 第 10 回 三朝町教育委員会 定例会 日程 

と き：令和５年 10 月 27 日(金) 午後１時 30 分～ 

ところ：三朝町役場２階 第２会議室 

 

１ 開 会 

 

２ 前回議事録承認 

   加藤委員、村岡委員 

 

３ 議事録署名委員指名 

    

 

４ 報告事項 

(１) 教育総務課事業について 

(２) 高円宮杯第 75 回全日本中学校英語弁論大会鳥取県大会中部地区予選の結果 

について 

(３) 令和５年度とっとり学力・学習状況調査結果について【別冊】 

(４) 令和５年度台中市石岡区との中学生相互交流事業（受入）について 

(５) 社会教育課事業について 

(６) 令和５年度坂本バイパス試掘調査について（概要） 

(７) 図書館事業について 

(８) 令和５年度蔵書点検の結果について 

 

５ 議 事 

    

 

６ 協議事項 

   (１) 三朝町教育委員会教育長職務代理者の指名について 

   (２) 通級指導教室の指導希望について 

 

７ その他 

(１) 令和５年度教育委員視察研修日程について 

 

８ 閉 会 

次回 定例会 令和５年 11 月  日(   )  ：  ～（  ：  集合 ） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



報告事項(１) 

 

教育総務課事業について 

月 日  時 間 内 容 備 考 

【10月】     

9月 29日 （金） ～ 1日 中部地区中学校新人大会  

10月 3日 （火） ～ 9日 台中市石岡区との中学生相互交流事業（訪台）  

  ～10日 中学生手作り訪仏事業  

10月 5日 （木） 13:00- 小学校就学時健診 小学校 

10月 12日 （木） 13:00- 第２回東伯郡就学指導委員会 北栄町 

   中部地区中学校駅伝競走大会 湯梨浜町 

10月 19日 （木） 14:00- 中学生文化芸術事業「がまくんとかえるくん」 文化ホール 

  ～20日 鳥取県町村教育長会 江府町 

10月 20日 （金） 10:30- 小学校音楽会 小学校 

10月 23日 （月） 19:00- ホストファミリー説明会 中学校 

10月 26日 （木） 9:00- 教育委員会園訪問 竹田保育園 

10月 27日 （金） 9:00- 後期教育委員会学校訪問 小学校 

  13:30- 教育委員会定例会  

10月 31日 （火） 14:00- 第２回県・市町村教育行政連絡協議会 セントパレス 

     

【11月】     

11月 1日 （水） 9:30- 町制施行 70周年記念式典 文化ホール 

   小学校マラソン大会 健康むら 

11月 2日 （木） 13:30- 校長会  

11月 3日 （金）  中学校文化祭 文化ホール 

11月 6日 （月） 9:00- 教育委員会園訪問 賀茂保育園 

11月 9日 （木） 9:00- 後期教育委員会学校訪問 中学校 

  ～ 11日 台中市石岡区との中学生相互交流事業（受入）  

11月 13日 （月） 8:30- 後期学事訪問 小学校 

  ～17日 三朝町 70周年を学び味わう給食事業週間  

11月 16日 （木） 13:00- 市町教育委員会と中部教育局との意見交換  

  13:00- 第３回東伯郡就学指導委員会 北栄町 

11月 21日 （火） 9:00- 教育委員会園訪問 みささこども園 

  13:30- 中学生による三朝町の未来を語る会（事前学習

会） 

中学校 

11月 22日 （水） 9:45- 後期学事訪問 中学校 

  ～24日 茨城県大洗町視察訪問  

11月 28日 （火） 13:30- 中学生による三朝町の未来を語る会 文化ホール 

     

・12月 22日 小学校２学期終業式   

・12月 25日 中学校２学期終業式   
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t-fukuda
タイプライター
報告事項(２)

t-fukuda
タイプライター
※鳥取県大会中部地区予選結果（R5.9.26開催）



 

高円宮杯第 75 回全日本中学校英語弁論大会 開催要項 

決勝予選大会 ２０２３年１１月２２日(水)２３日(木・祝) 
開場 午前 8 時 30 分 国立オリンピック記念 

青少年総合センター 開始 午前 9 時 00 分 

決 勝 大 会  ２０２３年１１月２４日（金） 
開場 午前 10 時 30 分 

有楽町よみうりホール 
開始 午前 11 時 15 分 

【  目   的  】 
本大会は、国際性豊かな青少年を育てるために、国際語である英語を熟達させるとともに、広くその普及を図り、日本文化

の発展ならびに国際親善に寄与することを目的とする。 
【 実 施 要 項 】 
各都道府県の大会主催者が、まず都道府県大会(以下県大会と称す)を実施する。この県大会で選ばれた代表が東京での決勝

予選大会(11 月 22 日、23 日)及び決勝大会(11 月 24 日)（以下あわせて中央大会と称す）に臨み、高円宮杯を目指す。 
【 都 道 府 県 大 会 】 
① 県大会の期日、開催形式は県大会主催者の指示に従うこと。 

② 参加資格 (1) 日本の中学校またはそれに相当する中学校に在籍する生徒で、学校長が推薦した者。ただし、下

記（a）～（d）に該当する者は参加できない。当該学校長は推薦の際、事実関係を確認の上、下記

（a）～（d）に抵触しないことを証するものとする。 

   （a） 満 5 歳の誕生日以後に、通算 1 年以上または継続して 6 か月以上、英語圏（*）に居住した者。 

   （b） 日本国内、海外を問わず、英語以外の教科に関し、実態として英語による教育を行っている学校（ア

メリカン・スクール、インターナショナル・スクール、または授業科目の半分以上を英語で行っている学

校を含む）に 6 か月以上在籍したことのある者。インターナショナル幼稚園はこれに含まない。 

   （c） 保護者または同居親族に、英語を母語とする者もしくは英語圏（*）出身の者がいる場合。 

   （d） 過去に本大会の中央大会にて 1 位～3 位に入賞した者。 

    （*）「英語圏」とは、英語を（ア）第一言語、（イ）公用語、または（ウ）公用語に準ずる言語として使用す

る国・地域をいい、その一覧は以下の高円宮杯ホームページを参照のこと。 

https://www.jnsafund.org 

  (2) 上記の条項に違反して出場した場合、失格とする。 

  (3) 個別事案における参加資格の有無について、最終的な判断の権限は日本学生協会（JNSA）基金

に帰属する。 

   不明な点については、同基金高円宮杯事務局に問い合わせること。 

③ 応募形式   

 ≪弁論部門≫ (1) 弁論原稿（A4 サイズ１枚・手書き不可）を 2 部添え高円宮杯申込書を都大会要項に準じて県

大会主催者へ提出すること。締切は、県大会主催者が決定する。 

  (2) 論題 ： 自由 

弁論内容は生徒自身の意見・主張を英語でまとめた未発表のものとする。ただし、今年度の

高円宮杯関連大会で発表したものはこの限りではない。剽窃は厳に禁止する。引用はそれと

わかる表現で明示する。これらに違反した場合、失格とする。 

  (3) 制限時間 ： 5 分（超過した場合は減点とする） 

  (4) 著作権 ： 都道府県代表生徒の弁論の著作権は後述する主催者に帰属する。 

  (5) 禁 止 事 項  ：(a) マイクなど音声機器は使用しない。 

              (b) 視覚に訴える道具の使用及び過度な演出・演技は禁止する。 

              (c) 演壇の前及び横に出てスピーチをすることは原則禁止とする。ただし、身

体的理由等でやむを得ない場合は考慮する。 

              (d) 上記(a)、(b)、(c)の条項に違反した場合は審査委員の合議により減点対

象となる場合がある。 

 ≪暗唱部門≫ 弁論部門に準ずるものとする。ただし、応募方法、論題、制限時間等は都道府県ごとに異なるため、

事前に必ず県大会主催者に問い合わせること。なお、本部門の中央大会は開催しない。 

④ 賞 (1) 県大会弁論部門の上位 3名(東京、大阪、神奈川、北海道は 5名。愛知、福岡は 4名) が中央大

会参加資格を得る。ただし、都道府県代表(以下県代表と称す)は 1 校から 1名とする。上位に同一

校の生徒が入賞した場合、そのうち上位の者のみが中央大会参加資格を獲得し、次点の他校生

徒が繰り上がって県代表となる。 

  （2） (1)の規定により、3 位以内に入賞しながら中央大会に出場できなかった生徒には「名誉賞」を与

え、大会後の記念レセプションに招待する。ただし、交通費等は自己負担とする。 

  (3) 県大会上位入賞者に賞状を、中央大会時に参加章を贈呈する。 

 

  

2023.6.9 
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【 中 央 大 会 】  
◆決勝予選大会◆ 

①  期 日 第 1 部(関東地区)＝34 校(6校選抜)11月 22 日(水) 午前 9 時 00 分～午後 1 時 15 分 

   東京、神奈川、埼玉、茨城、栃木、千葉、群馬、長野、山梨、静岡 

  第 2 部(北部日本地区)＝39 校(7校選抜)11月 22 日(水) 午後 1 時 40 分～午後 6時 20 分 

   北海道、青森、岩手、秋田、宮城、山形、新潟、福島、富山、石川、福井、岐阜 

  第 3 部(中部日本地区)＝40 校(7校選抜) 11月 23 日(木・祝) 午前 9 時 00 分～午後 1 時 40 分 

   愛知、滋賀、三重、奈良、和歌山、京都、大阪、兵庫、島根、鳥取、岡山、広島 

  第 4 部(南部日本地区)＝38 校(7校選抜)11月 23 日(木・祝) 午後 2 時 5 分～午後 6時 45 分 

   山口、徳島、香川、愛媛、高知、福岡、大分、佐賀、宮崎、長崎、熊本、鹿児島、沖縄 

②  会 場 国立オリンピック記念青少年総合センター(東京都渋谷区代々木神園町 3-1) 

③ 参 加 資 格 県大会で選ばれた代表 3名。東京、大阪、神奈川、北海道は 5名。愛知、福岡は 4名。(1 校より 1名) 

④ 応 募方法 弁 論 原 稿 ( Ａ 4 サ イ ズ 1 枚  手 書 き 不 可 ) を 添 え て 、 大 会 ホ ー ム ペ ー ジ 上 の 中 央 大 会 参 加 申 込 フ ォ ー ム

（https://jnsafund.org/application_form/）を提出。また、学校長推薦状・肖像権等同意書を高円宮杯事務局に郵送。 

⑤ 締 切 期 日 中央大会参加申込フォーム及び学校長推薦状・肖像権等同意書－道府県大会終了後 1 週間以内（必着） 

(応募書類の受領後、10 月下旬に中央大会の詳細を知らせる) 

⑥ 審査方法 3 つの観点(内容、英語力、表現)から審査する。特に内容を重視する。 

⑦ 中央大会参加費用 県代表生徒の往復交通費、宿泊費は規定に基づき主催者が補助する。 

◆決 勝 大 会 ◆ 

①  期 日 2023 年 11 月 24 日(金) 午前 11 時 15 分～午後 3 時 15 分 

②  会 場 よみうりホール(東京都千代田区有楽町 1-11-1 ［JR 有楽町駅前 読売会館 7 階］) 

③ 参 加 資 格 決勝予選大会各部より選抜された 27 名。 

④ 審査方法 決勝予選大会に準ずる。 

⑤ 決勝大会参加費用 県代表生徒の往復交通費、宿泊費は規定に基づき主催者が補助する。 

＊決勝大会出場者のスピーチの様子は、教材としてインターネット等での公開を予定。 

【 決勝大 会 の表彰 】                               （※賞は諸事情により変更となる可能性がある。） 

1 位 高 円 宮 杯  ▶①読売新聞社「学校表彰状」 

▶②ＪＮＳＡ基金「個人表彰状」 

▶③記念メダル 

▶④「国際ソロプチミスト東京-東賞」賞状と副賞 

▶⑤「キングジム賞」賞品 

▶⑥「セイコーウオッチ賞」賞品 

▶⑦「ぺんてる賞」賞状と副賞 

▶⑧The Japan News 1 年分贈呈（学校） 

2 位 読 売 新 聞 社 杯 ▶①～⑧ 

3 位 Ｊ Ｎ Ｓ Ａ 基 金 杯 ▶①～⑧ 

4 位 The  Japan  News 杯 ▶①～③、⑥、⑦、The Japan News 6か月分贈呈（学校） 

5 位 ～ 7 位 読売中高生新聞杯  ▶①～③、⑥、⑦、The Japan News 6か月分贈呈（学校） 

8 位 〜 2 7 位 記念メダル及び副賞 ▶③、⑦、The Japan News 3 か月分贈呈（学校） 

ワ ー ル ド ・ フ ァ ミ リ ー 賞  決勝大会で「人とのつながり」をテーマに、優秀な弁論を行った生徒若干名に賞

状と副賞を贈呈する。 
大 使 館 賞 アイルランド大使館、オーストラリア大使館より研修旅行を副賞とする賞が申呈さ

れる。（詳しくは高円宮杯ホームページ参照） 

主    催 読売新聞社、日本学生協会(ＪＮＳＡ)基金 

後    援 外務省、文部科学省、都道府県教育委員会、都道府県英語教育団体  

特別 協賛 東進ハイスクール・東進衛星予備校 

協     賛 日本テレビ放送網、ぺんてる、ワールド・ファミリー、国際ソロプチミスト東京-東、日本テレビ小鳩文化事業団 

協     力 キングジム、ニューウェルブランズ・ジャパン（パーカーペン）、研究社、美術出版エデュケーショナル、 

セイコーウオッチ、日本マクドナルド、山崎製パン、森永乳業、ロッテ、帝国ホテル 他 

 

〒100-8055 東京都千代田区大手町 1-7-1 

読売新聞東京本社内 

高円宮杯事務局 

Tel  03-3217-8393 

Fax 03-3217-8358 

E-Mail  takamado_general@jnsafund.org 

URL https://www.jnsafund.org 
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報告事項(４) 

令和５年度 台中市石岡区との中学生相互交流事業（受入）概要 

 

 

１ 事業の目的 

本町と台湾台中市石岡区の交流促進協定および、三朝中学校と石岡國民中学の姉妹校盟約

に基づき、相互理解と国際理解を図るため中学生の受入を実施し、生徒の国際感覚を養うと

ともに、相手国・地域を正しく認識させ、三朝町の次代を担う人材育成を図る。 

 

２ 受入の概要 

（１）受入人数 

石岡国民中学生徒 13 人、引率６人（教員６人） 

（２）受入日程 

令和５年 11 月９日～令和５年 11 月 11 日の３日間 

（３）受入に係る対応 

体験授業や視察等、円滑な交流を行うため、受入期間中、県 CIR（三朝側）及び鳥取県

国際交流財団コーディネーター（石岡側）に随行を依頼する（３日間）。 

   また、今年度訪台生徒を中心として、ホストファミリーを募集（８家庭受託）し、10 月

23 日に説明会を実施する。 

日付 
午前 

午後 
訪問地名 使用交通機関 日 程 の 概 要 

11/９(木) 

 

午前 

 

午後 

 

国内 倉吉市 

町内 

 

 

 

   

 

ＪＲ特急 

教育支援バス・公用車 

 

 

 

HF・公用車 

※11/７来日、～11/８大阪視察 

大阪から倉吉へ移動 

三朝中学校へ 

給食、休憩、全体歓迎会 

学級交流、部活動交流 

歓迎夕食会（文化ホール） 

ホームステイ、ホテル泊 

11/10(金) 

午前 

 

午後 

町内 ＨＦ・公用車 

 

三朝中学校集合 

交流授業等 

学級お別れ会・部活動交流 

ホームステイ、ホテル泊 

11/11(土) 

午前 

 

 

午後 

町内 

県内 

 

倉吉市 

 

 

大阪市 

公用車 

ＨＦ車 

教育支援バス 

 

 

 

ＪＲ特急 

荷物積込（希望者） 

（生徒）ホストファミリー交流 

（引率）県東中部視察 

成果発表会 

（上井コミュニティセンター） 

倉吉駅へ（全員で見送り） 

大阪へ移動、ホテル泊 

※11/12 大阪視察後、帰国 
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報告事項(５) 

【社会教育課】 令和５年10～11月の報告及び取組について 

日 時 事 業 名 等 場 所 備 考 

10月 1日 日 12:00 第 43回日本海駅伝競走大会 中部圏域  

10月 7日 土 9:00 青空体験塾(稲刈り・芋掘り) 小河内区 
児童30名、看護学

生５名参加 

  10:00 第５回人権教育講座(地域の問題) 文化ホール 参加者32名 

  13:30 社会教育講座① テーマ「将棋」 文化ホール 参加者16名 

10月 8日 日 9:30 町スポーツレクリエーション祭 健康むら 参加者150名 

10月10日 火 19:00 スポーツ推進委員会定例会 役場  

10月12日 木 9:00 社会教育講座② テーマ「ものづくり」 
多目的スポ

ーツ広場 

竹灯りづくり計

４回、参加者24名 

10月14日 土 9:30 中部人権教育懇談会 倉吉市  

  9:30 三徳山山護運動 三徳山 参加者14名 

  14:00 町制70周年記念陸上自衛隊コンサート 文化ホール  

10月17日 火 14:00 倉吉地区少年補導センター運営委員会 未来中心  

10月22日 日 9:00 

ねんりんピックペタンク競技リハーサ

ル大会・第 32回日仏親善交流オープン

ペタンク大会 

町陸上競技 

場 
同日開催 

10月23日 月 9:00 第６回三朝大学(みささを知る①) 文化ホール 参加者23名 

10月26日 木 13:30 中部地区人権教育合同研究協議会 倉吉体文  

10月28日 

－31日 

土 

火 
 

ねんりんピック笑顔のえひめ 2023  

ペタンク競技視察 

愛媛県鬼北

町 
 

10月29日 日 9:00 第64回三朝町駅伝競走大会 町内 出場予定18チーム 

  10:00 三徳山炎の祭典 三徳山 別紙① 

10月30日 

－31日 

月 

火 
 
部落解放・人権政策確立要求第２次中央

集会 
東京都  

 

日 時 事 業 名 等 場 所 備 考 

11月 1日 水 9:30 町制施行 70周年記念式典 文化ホール  

11月 3日 金 10:00 第 44回 JOYO産業まつり 京都府  

11月 4日 金 9:30 日本遺産フェスティバルin桑都・八王子 東京都 ～５日 

11月11日 土 9:00 中部スポ少バレーボール交流大会 北栄町  

11月12日 日 9:00 三朝町人権尊重のまちづくり集会 文化ホール 別紙② 

  9:00 小学生交流クロスカントリーリレー大会 健康むら  

11月16日 

－17日 

木 

金 
 
全国史跡整備市町村協議会臨時大会 

（陳情活動） 
東京都  

11月18日 土 9:00 青空体験塾(花桃の植栽) 高橋区  
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日 時 事 業 名 等 場 所 備 考 

11月19日 日 13:30 みささ語り部の会第15回公演会 文化ホール  

11月21日 火 9:00 第７回三朝大学(みささを知る②) 文化ホール 温泉鉄道計画 

11月22日 

-27日 

水 

月 

8:30 

 
三朝町町民作品展 文化ホール  

11月24日 金 10:00 鳥取県社会教育振興大会 岩美町  

11月25日 

-26日 

土 

日 

9:00 

 
第74回全国人権･同和教育研究大会 兵庫県ほか  

  10:00 三朝町将棋フェスティバル 文化ホール 別紙③ 

  13:00 三徳山《日本遺産》フォーラム 三徳山 別紙④ 

11月26日 日 11:00 三朝町芸能文化祭 文化ホール  

 ◆12月10日（日） 9:30 三朝町かがやく子どもフェスティバル  
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t-fukuda
タイプライター
別紙②（報告事項(５)関連）



【お問合せ先】

三朝町教育委員会事務局社会教育課

電話：0858-43-3518 / メール：shakaikyouiku@town.misasa.tottori.jp

※ 詳しい情報は随時三朝町ホームページに掲載します（右のQRコードからご覧いただけます）

写真提供：(公財)加古川市ウェルネス協会

☗ 『ペア将棋大会』を初開催！ご家族でご参加ください。
☖ その他、A、B、子どもクラスも開催。詳しくは裏面へ👉

☗ プロと対局できる大チャンス！
☖ レベルは不問。積極的にチャレンジ🔥

☗ 棋士のみなさんによるトークショー
☖ 将棋が詳しくなくても楽しめます♪

☗ 将棋指導のプロが教える将棋教室
☖ プロ棋士と交流できるチャンス！？

2511
10:00~15:00

月 日

三朝町総合文化ホール
(三朝町大瀬999番地２)

土

～プロ棋士とふれあえる体験型将棋イベント～
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t-fukuda
タイプライター
別紙③（報告事項(５)関連）



部門

対戦方法
各クラスの申込人数によって決定。

参加申込
１ 申込方法…以下の（１）又は（２）の方法で申し込んでください。
（１）インターネット申込

・「三朝町将棋フェスティバル」ホームページ内にリンクされているフォームから。
・ホームページは『三朝町将棋フェスティバル』で検索。
・右のＱＲコードからもフォームにアクセスできますのでご利用ください。

（２）申込用紙
・様式をメール、FAX等により主催者へ送信（提出）する。

＞様式はホームページからダウンロード、
又は三朝町教育委員会事務局へお問合せください

・申込先…チラシ表面の「お問合せ先」のとおり

２ 申込期日
 令和５年11月17日（金）まで

その他
・昼食は参加者各自で準備してください。（会場駐車場にてキッチンカーの出店を予定）
・各部門の上位成績者に賞品を授与します（女流棋士の方から賞品を贈呈）。
・参加者全員に参加賞を贈呈します。

時間 場所 プログラム

9：00 １階 大会議室入口 みささ湯けむり将棋大会 参加者受付

10：00 １階 大会議室 オープニングセレモニー

10：15
～10：45

１階 大会議室 トークショー『棋士のおしごと』

11：00 １階 大会議室 みささ湯けむり将棋大会 対局開始

部門 参加資格等

ペア将棋

（１）経験者クラス
子ども、大人ともに将棋経験者

・“中学生以下の子ども”と“大人”のペア
とする。

・大人は18歳以上（民法上の成人）とす
る。

・ペアで交互に将棋を指す。
・特別ルールは当日発表とする。

（２）エンジョイクラス
子ども、大人ともに、又はどちらかが

将棋初心者、未経験者
(楽しみながら対局を行うクラス)

（３）Ａクラス 有段者

（４）Ｂクラス 上級者

（５）子どもクラス 初級者
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三徳山投入堂(日本) ゾンドラカ寺(ブータン) 

潮音洞（台灣) 

日時 

場所 

 ※

 

定員 

開会   13:00 

挨拶・趣旨説明 
 

講演① 13:10 

「崖と岩陰と懸造－三徳山三佛寺を中心に」 

  眞田 廣幸 氏 （倉吉文化財協会会長） 
 

講演② 13:40 

「台湾の巌（岩寺）と霊山」 

  陳  伯 氏 （國立成功大學建築學系博士課程／筑波大学研究生） 
 

講演③ 14:00 

「ブータンのボン教遺産－山寺クブン寺と秘境ベンジ村」 

  東  将平 氏 （公立鳥取環境大学大学院生） 
 

講演④ 14:15 

「瞑想・礼拝と他界－日本・中国・ブータンの崖寺」 

  浅川 滋男 氏 （公立鳥取環境大学教授） 
 

休憩 14：45～ 
 

コメント・質疑 15:00 

①「ブータンのドラク・ゴンパ（崖寺）」［仮題］ 

  サムテン・ドルジ 氏 （岡山大学教員研修留学生） 
 

②「密教系霊山と両墓制－三徳山・摩尼山と立石寺」 

小林  克 氏 （元秋田県埋蔵文化財センター所長） 
 

  司会：山田 協太 氏（筑波大学芸術系准教授） 
 

閉会 16:00 

スケジュール  アジア各地では山、森（杜）、大樹、湧水、崖な

どの特殊な自然物にヒエロファニー（聖性の顕現）

を認めています。特殊な自然物に聖性を読み取る認

識は、仏教や神道など上位の宗教が成立する以前か

ら存在した原始的信仰ですが、論理的な思考を纏う

仏教などに吞み込まれながらも、信仰の軸として今

に継承されています。むしろ、前仏教的な場所の聖

性は仏教化後に強化されるという見方もできるでし

ょう。たとえば三徳山三佛寺の場合、奥の院の崖に

投入堂という小さな仏堂を配することで、崖という

特殊な場所の聖性はいっそう際立ったと考えられま

す。本フォーラムは、こうした崖と建築のイメージ

の相関性を、日本だけでなく、中国／台湾、南アジ

アとの比較から探ろうとするものです。 

お申込み／お問合せ先 

日本遺産三徳山三朝温泉を守る会事務局 

（三朝町教育委員会 社会教育課） 

〒682-0195 鳥取県東伯郡三朝町大瀬 999番地 2 

電話 0858-43-3518(直通) FAX 0858-43-0647 

E-mail shakaikyouiku@town.misasa.tottori.jp 

三朝町日本遺産活用推進協議会共催事業 三徳山《日本遺産》フォーラム２０２３ 

日本遺産三徳山三朝温泉を守る会 主催 

公立鳥取環境大学保存修復スタジオ 共催 

協力 国立大学法人岡山大学 L-café 
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報告事項(６) 

令和５年度 坂本バイパス試掘調査について（概要） 
 

１ 目的・内容 

県道（主要地方道）鳥取鹿野倉吉線の坂本バイパス工事の計画に伴い、計画地での埋蔵文化財

の事前確認のための試掘調査を実施する。（令和４～５年度事業） 

予定地周辺は、周知の埋蔵文化財包蔵地※には該当しないが、古くから三徳山と関わりの深い

地域であることから、埋蔵文化財を包蔵する可能性があるため、トレンチによる試掘調査を実施

し、令和４～５年度の調査成果により報告書を作成する。 

※包蔵地・・・遺跡や遺物などの文化財が埋蔵されている土地 

 

２ 調査概要  

・調査場所  三朝町大字坂本地内（坪谷川右岸（坂本農村公園対岸）の農地４～５筆） 

      ※下記位置図のとおり 

 

・調査期間  令和５年 10月 18日（水）から令和６年１月 31日（水）まで 

      ※週２～３日（7時間）作業、降雪の関係で実質は 12月中旬頃には終了予定。 

 

・作業体制  発掘作業員（会計年度任用職員） ７名 

      ※作業地の表土（肥土）取り及び終了後の埋戻作業は、業者委託による重機作業

を予定。 

 

・作業内容  トレンチ（発掘溝 ２ｍ×５ｍ×深 0.5～２ｍ程度） ４～５箇所 

      ※発掘の状況により範囲を拡大する場合あり。 

 
３ その他 

  ・調査の実施にあたっては、鳥取県埋蔵文化財センターの指導を適宜受ける。 

 

 

【坂本発掘現場位置図】 

 

  ＝ R5トレンチ予定箇所 

駐車場

至 三徳山 

至 三朝温泉 
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報告事項(７)

【図書館】　令和５年10～11月の報告及び取組について

≪10月の実績≫

館内パネル展示

その他

≪11月の予定≫

2日（木）

3日（金）

4日（土）

5日（日）

6日（月）

7日（火）

8日（水）

9日（木）

10日（金）

11日（土）

12日（日）

13日（月）

14日（火）

15日（水）

16日（木）

17日（金）

18日（土）

19日（日）

20日（月）

21日（火）

22日（水）

23日（木）

24日（金）

25日（土）

26日（日）

27日（月）

28日（火）

29日（水）

30日（木）

　

休館日

1日（水）

古本市（11/25～11/26）※別紙②

【小学校】宇宙の本…　12冊、　記号・マークの本、工作の本（２年生）…　27冊、

『鳥虫戯画』～遊歩道の散歩で出会った鳥と虫たちの写真展～（10/4～10/25）…　51冊展示

館内パネル展示　／　特設・特集　／　イベント

北方領土問題啓発パネル展示（11/7～11/16）

【一般書】 県立図書館協力貸出図書(131冊)（8/30～11/17）

【絵本・児童書】 秋特集・秋の行楽シーズン（9/22～　）

ブラインド・ブック・マーケット（10/27～11/12）

【絵本・児童書】 芸術の秋！ものづくりおススメコーナー（11/1～　）

（共催）図書館へ行こう！キャンペーン（10/1～12/3）

移動図書館

※【追加】三朝小学校　毎月2回（隔週）

　移動図書館のルートで約20冊程度配本

　

休館日（最終木曜日）

館内整理・職員打合せ会

県立図書館　協力貸出図書 選書

休館日

移動図書館

5歳児健診（読み聞かせ・配本）

移動図書館・三朝中学校図書委員　選書

西学童（読み聞かせ）

相互貸借集配（県立図書館）

休館日（祝日：勤労感謝の日）

休館日

みささ英語村（14:00～16:00）

みささ英語村（14:00～16:00）

休館日

県図書館協会主催　県内図書館視察研修（PM）

移動図書館・三朝中学校　配本

ブックスタート（6か月健診）

ぬいぐるみおとまり会（11/19）※別紙①

絵本・児童書

コーナー

移動図書館

移動図書館

休館日（祝日：文化の日）

移動図書館・西学童（読み聞かせ）

相互貸借集配（県立図書館）

移動図書館

三朝小学校 研究授業（学校図書館活用）

学校への貸出

藤井財団寄贈絵本特設コーナー（8/29～10/25）…　22冊展示

月に関する本特集（9/1～10/12）…　66冊展示

ハロウィン特設コーナー（9/30～11/1）…　33冊展示

親子で楽しむおはなし会（10/15）…　参加者　家族４組（大人６名、子ども９名）

配本　／　集配　／　研修等

　　　　　　アーノルド・ノーベル　ふたりはともだちシリーズ（２年生）…　9冊、

【中学校】図書委員選書（10/18）…　72冊

　　　　　　姿を変える食べ物（３年生）…　25冊、　伝記（５年生）…　39冊
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申し込み用紙 

 

 

ぬいぐるみおとまり会って？ 

ぬいぐるみおとまり会は、アメリカ発祥の図書館イベントの一つです。図書館でぬいぐるみと一緒におはなしを聞

いた後、図書館でぬいぐるみを寝かしつけます。大切なぬいぐるみとは数日間のお別れですが、その間にぬいぐるみ

達は図書館で色々な経験をします。その様子をアルバムにしてぬいぐるみと一緒にお返しするといった内容です。 

先着 

１０名 

参加される子どもさんの名前（お子さんのふだんの呼び方 〇〇ちゃんなど） 

ぬいぐるみの名前 

保護者の連絡先 

 

１１月１２日（日）

までに事前の申し込

みをお願いします。 

１０月２１日（火）以降に、としょか

ん館内での様子をまとめたアルバム

と一緒にぬいぐるみをお返しします。 

み 
みささ 

図書館 

お 

ぬ 

と ま り か 

い ぐ る 

い 

当日はぬいぐるみ

と一緒にご来館く

ださい。 
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報告事項(８)

１）点検不明の冊数(年度別）
　　　　（冊）

不明１回 不明２回
不明３回
除籍対象

合計

令和 ５年 5 2 3 10

令和 ４年 8 6 11 25

令和 ３年 10 11 8 29

令和 ２年 19 8 7 34

令和元年 19 9 22 50

平成30年 29 23 18 70

平成29年 33 42 18 93

※点検不明　→蔵書点検で所在が確認できない資料
※除籍対象　→点検不明３回の資料は除籍する。（資料除籍基準４（１）による）
※令和５年度点検対象冊数　103,620冊　（蔵書資料数　107,648冊  9/30現在）　 不明割合 0.0097%

２）点検不明の状況（分類別）

　　　　（冊）
分類 冊数
一般1
一般2 2
一般3
一般5 1
一般6 2
一般7
一般9 1
児童1
児童7
児童9
絵本 3
雑誌 1
郷土
漫画

令和５年度　蔵書点検の結果について　

5

8

10

19

19

29

33

2

6

11

8

9

23

42

3

11

8

7

22

18

18

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和 ５年

令和 ４年

令和 ３年

令和 ２年

令和元年

平成30年

平成29年

点検不明の冊数 不明１回 不明２回 不明３回 除籍対象

一般1
2%

一般2
6% 一般3

2%一般4
4%

一般5
4%

一般7
16%

一般8
2%

一般9
12%児童2

2%
児童4
2%

児童9
4%

絵本１
2%

雑誌
14%

郷土
6%

漫画
22%

一般2

20%

一般5

10%

一般6

20%一般9

10%

絵本

30%

雑誌

10% 一般1

一般2

一般3

一般5

一般6

一般7

一般9

児童1

児童7

児童9

絵本

雑誌

郷土

漫画
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010 図書館．図書館情報学 510 建設工学. 土木工学

020 図書. 書誌学 520 建築学

030 百科事典．用語索引 530 機械工学. 原子力工学

040 一般論文集．一般講演集 540 電気工学

050 逐次刊行物 550 海洋工学．船舶工学．兵器．軍事工学

060 団体.博物館 560 金属工学. 鉱山工学

070 ジャーナリズム. 新聞 570 化学工業

080 叢書. 全集 580 製造工業

090 貴重書．郷土資料．その他特別コレクション 590 家政学. 生活科学

110 哲学各論 610 農業

120 東洋思想 620 園芸. 造園

130 西洋哲学 630 蚕糸業

140 心理学 640 畜産業．獣医学

150 倫理学．道徳 650 林業．狩猟

160 宗教 660 水産業

170 神道 670 商業

180 仏教 680 運輸. 交通．観光事業

190 キリスト教．ユダヤ教 690 通信事業

210 日本史 710 彫刻. オブジェ

220 アジア史. 東洋史 720 絵画．書．書道

230 ヨーロッパ史. 西洋史 730 版画．印章．篆刻．印譜

240 アフリカ史 740 写真. 印刷

250 北アメリカ史 750 工芸

260 南アメリカ史 760 音楽．舞踊．バレエ

270 オセアニア史 ．両極地方史 770 演劇．映画．大衆芸能

280 伝記 780 スポーツ. 体育

290 地理. 地誌. 紀行 790 諸芸. 娯楽

310 政治 810 日本語

320 法律 820 中国語. その他の東洋の諸言語

330 経済 830 英語

340 財政 840 ドイツ語．その他のゲルマン諸語

350 統計 850 フランス語．プロバンス語

360 社会 860 スペイン語．ポルトガル語

370 教育 870 イタリア語．その他のロマンス諸語

380 風俗習慣．民俗学．民族学 880 ロシア語．その他のスラブ諸語

390 国防. 軍事 890 その他の諸言語

410 数学 910 日本文学

420 物理学 920 中国文学．その他の東洋文学

430 化学 930 英米文学

440 天文学. 宇宙科学 940 ドイツ文学．その他のゲルマン文学

450 地球科学. 地学 950 フランス文学．プロバンス文学

460 生物科学. 一般生物学 960 スペイン文学．ポルトガル文学

470 植物学 970 イタリア文学．その他のロマンス文学

480 動物学 980 ロシア文学．その他のスラブ文学

490 医学. 薬学 990 その他の諸言語文学

NDC（日本十進分類法）　新訂10版　綱目表（2次区分表）

000　総記

600　産業100　哲学

500　技術. 工学

200　歴史．世界史．日本史 700　芸術．美術

300　社会科学 800　言語

400　自然科学 900　文学
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協議事項(１) 

 

三朝町教育委員会教育長職務代理者の指名について 

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31年法律第 162号）第 13条第２項の規

定により、教育長職務代理者の指名について協議する。 

 

 

 

 

 
≪参考≫ 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

 (教育長) 

第 13条 教育長は、教育委員会の会務を総理し、教育委員会を代表する。 

２ 教育長に事故あるとき、又は教育長が欠けたときは、あらかじめその指名する委員がその職務を

行う。 
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協議事項(２) 

 

   通級指導教室の指導希望について 

 

 三朝町小・中学校通級指導教室実施要綱（平成 24年教委告示第 39号）第４条第３項の規

定に基づき、本委員会の意見を求める。 

 

 

 

別紙のとおり 

 

 

 

 

 

≪参考≫ 

○三朝町小・中学校通級指導教室実施要綱 

（通級指導の手順） 

第４条 通級による指導を希望する児童生徒の保護者（以下「保護者」という。）は、在籍する学校の

校長（以下「在籍学校長」という。）と教育相談を行った上で、通級許可申請書（様式第１号）を在

籍学校長に提出する。  

２ 在籍学校長は、前項の届出により、通級による指導を受けさせる必要があると認めるときは、教

育委員会に対して意見書（様式第２号）を提出する。 

３ 教育委員会は、前項の提出を受けた児童生徒について審査を行う。必要に応じて、通級指導教室

設置校の校長（以下「設置学校長」という。）の意見を聴取する。 

４ 教育委員会は、審査によって通級指導教室での指導を受けることが適当と認めるときは、在籍学

校長に対し通級承認書（様式第３号）を通知するとともに、保護者へ通級許可通知書（様式第４号）

を通知する。  
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令和５年度 教育委員視察研修日程について 

 

 

１ 日時  令和５年１１月２９日（水） 

 

２ 場所  鳥取県立喜多原学園  

      （鳥取県米子市泉７０６番地） 

 

３ 日程  ８：４５  三朝町役場 発 

１０：００  喜多原学園 着 

             見学・説明等 

１１：３０  喜多原学園 発 

１２：４５頃 三朝町役場 着 

 

４ 参加者 

  【三朝町教育委員会委員】 

   塩谷俊樹委員、加藤るみこ委員、村岡麻梨委員（欠席）、松浦靖明委員 

  【事務局】 

   西田寛司教育長、安田寛教育総務課長、𠮷竹智佳代指導主事 

 

５ その他 

  ・７月１３日（木）中国地区市町村教育委員会連合会研修大会（出雲）へ参加できな

かった委員さんが多かったことから、別研修として計画したものです。 
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